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桂川右岸流域下水道（雨水）事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 雨水貯留施設（マイクロ呑龍）設置費補助 

■ 近年頻発する短時間豪雨に対する防災対策や雨水の利活用に役立つよう、市町村と連携して雨

水貯留施設（マイクロ呑龍）の設置費用を補助することで、府民総ぐるみで雨水を「貯める」取

組を進めます。【R5 年度末時点 設置基数：3,133 基】 

 

                 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 公共下水道事業の支援 

■ 令和６年度に創設した「市町村上下水道経営基盤強化交付金」により、想定最大規模降雨による

雨水出水浸水想定区域の指定等、市町村の取組を支援します。 

設置例 １ （府庁２号館屋上） 雨水貯留施設の仕組み設置例 ２ （京都市上下水道局）
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３３  砂砂防防 

基本方針 

 
 
 
 
 京都府総合計画に掲げる「しなやかで災害に強い地域」の実現に向けて、地域の特性や保全施設な

どに応じた砂防えん堤などの砂防関係施設の整備を進めることで、土砂災害の被害を防止し、府民の

生命と財産を守ります。また、既存の施設の長期的な機能保持を図るため、砂防関係施設長寿命化計画

に基づく適正な維持管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂災害対策の三本柱（出典：国土技術政策総合研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂防関係事業の概要（出典：国土交通省 HP）  
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現状と課題  

 

１ 土砂災害警戒区域と土砂災害発生状況 

京都府は、豊かな自然環境に恵まれている一方で、急峻な地形、脆弱な地質を有しています。府内

では、土砂災害警戒区域が約17,000箇所指定されています。 

これまで、台風や頻発する集中豪雨により、多くの洪水や土砂災害を経験してきたところであり、

平成16年台風第23号では、土砂災害により宮津市滝馬地区や舞鶴市下見谷地区などで５名、平成18

年７月の梅雨前線豪雨では、京丹後市丹後町間人地区で発生した地すべりにより２名の方が亡くな

る被害がありました。また、平成24年～26年の３年連続の豪雨や、平成29年台風第18号・21号では、

家屋の損壊や土砂流入などの被害が多数発生し、平成30年７月豪雨においては、土石流や山腹崩壊

等の土砂災害により、綾部市上杉町、舞鶴市城屋などで５名（内土砂災害で４名）の方が亡くなる被

害がありました。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 土砂災害対策の施設整備状況 

多くの土砂災害警戒区域が存在する中、砂防えん堤等の施設整備には多くの時間と費用がかかる

ことから、土砂災害警戒区域等のうち、 

・過去に被災した箇所の再度災害防止対策 

・地域防災の拠点となる避難所等の保全対策 

・自力での避難が困難な要配慮者利用施設の保全対策 

・人家50戸以上の大規模集落や重要交通網等の保全対策 

などについて、優先的・重点的に施設整備による土砂災害対策を進めているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府内の土砂災害警戒区域

（令和 6年 3月末時点） 

土砂災害警戒区域内の施設整備完了箇所数の推移（令和 6年 3月末時点） 

京都府内の土砂災害発生件数 
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令和６年度主要事業の概要  

 

１ 砂防関係施設の整備 

<砂防事業＞ 

■ 流域の荒廃が著しい渓流において、土石流などの土砂流出を防止し、下流域の人家や公共施設

等を保全します。 

・北川（京都市）、中ノ谷川（宇治田原町）など47箇所 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北川（京都市西京区）砂防えん堤 蛙ヶ谷川（京都市北区）砂防えん堤 

中ノ谷川（宇治田原町）砂防えん堤 

篠原西一谷川（京丹波町）砂防えん堤 谷河川（福知山市）斜面崩壊箇所の対策工事 

門前川（和束町）砂防えん堤 
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<急傾斜地崩壊対策事業＞ 

■ 急傾斜地の崩壊による災害から府民の生命を保護します。 

・松室(京都市)、志高（舞鶴市）など17箇所 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

２ 砂防関係施設の維持管理 

＜砂防メンテナンス事業＞ 

■ 砂防関係施設の老朽化対策のため、更新・改築・修繕を計画的に実施し、長寿命化を図りま

す。 

・灰屋川（京都市右京区）など７箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志高（舞鶴市） 擁壁工 

松室（京都市西京区） 土砂防護柵 

灰屋川（京都市右京区） 砂防えん堤修繕 

早稲田（大山崎町） 法枠工 

本庄上（伊根町） 擁壁工 
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基本方針 

現況と課題 

４４  海海岸岸  

 

 

 丹後沿岸は冬季風浪などにより海岸に被害がみられ侵食対策が重要な課題となっていることから、

「丹後沿岸海岸保全基本計画」に基づき、地域の特性に応じた海岸環境の保全・整備及び適正な利用に

も配慮した海岸事業を推進するとともに、「防護」･「環境・景観」･「親水・利用」の調和のとれた総

合的な海岸管理を目指しています。 

なお、国による「海岸保全基本方針」の変更を受け、令和５年から「丹後沿岸海岸保全基本計画」の

見直しにかかる検討を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 京都府における海岸 

京都府北部の丹後沿岸には、日本三景の一つ『 天
あまの

橋立
はしだて

』を中心とする天橋立海岸(宮津港)や、

海水浴場で知られる由良海岸・神崎海岸など、観光や海水浴等の海洋性レクリエーションの場とし

て親しまれている風光明媚な多くの海岸があります。 

  丹後沿岸の海岸の総延長は約317kmであり、内訳は国土交通省水管理・国土保全局所管海岸延長が

101km、同省港湾局所管海岸延長が133km、農林水産省所管海岸延長が83kmとなっています。 

 

 ■丹後沿岸総延長 317km 
 一 般 海 岸

（水管理・国土保全局所管） 
101km（32%） 

港 湾 海 岸
（港湾局所管） 
133km（41.5%） 

漁 港 海 岸 
（水産庁所管） 
82km（26%） 

 
                                                         農地保全海岸 
                                                        （農村振興局所管） 
                                                         1km（0.5%） 

 

  波浪による侵食被害から海岸及び背後地を防護すべき区域として海岸保全区域に指定し、護岸や

離岸堤、人工リーフ等の海岸保全施設の整備を推進しています。 

 

 ■海岸保全区域延長 109km 
 一 般 海 岸 

（水管理・国
土保全局所管） 
17km（16%） 
区域数：11 

港 湾 海 岸
（港湾局所管） 
69km（63%） 
区域数：33 

漁 港 海 岸 
（水産庁所管） 
22km（20%） 
区域数：18 

 
                                                         農地保全海岸 
                                                        （農村振興局所管） 
                                                          1km（1%）  区域数：7 
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